
 

 

第３回 香芝市第９期介護保険事業計画等策定委員会 会議録要旨 

 

 

開 催 日 時 令和５年１２月２２日（金）午後２時００分～午後２時 4５分 

開 催 場 所 香芝市総合福祉センター３階 会議室２ 

出  席  者 出席委員 １２名   欠席委員 0名 

事務局  ７名 

議     題 （１） 第９期介護保険事業計画について 

（２） 第９期介護保険事業計画素案について 

（３） その他 

議 事 内 容 

   （１） 

 

意   見 

 

 

 

意   見 

 

 

意   見 

 

 

 

 

意   見 

 

    

  

 

意   見 

 

 

 

 

質   問 

 

回   答 

 

 

第９期介護保険事業計画について 

 

 物価高も考慮したうえで、保険料が上がることは仕方ない。しかしながら、

保険料は安いほうが良いため、提案のなかで一番安い保険料で採用してほ

しい。 

 

 第８期の奈良県平均などをみても、一番安い保険料が妥当ではないかと思

う。 

 

 他の市町村ではすでに高齢化のピークを迎えていることがあるが、香芝市

では高齢者がこれから増加していくという特徴がある。ピークをすでに迎えた

市町村であれば基金を崩しながら維持していくというのも良いと思うが、香

芝市の場合はその特徴を踏まえて保険料額を検討してほしい。 

 

 高齢者がどんどん増加しているが、基金の取り崩しをしていってもよいの

か。やはり少しは基金を残しておかないと、今後発生する可能性がある想定

外の給付の伸びに対応できなくなる場合があるので、その点も考慮してほし

い。 

 

 ６５歳以上を対象とした意向調査では、現状の質を維持してほしいという声

が多く、保険料が高くてもよいから質を上げてほしいや、質を下げてもよいか

ら保険料を安くしてほしいという意見は少なかった。ただ、６４歳以下のかた

の声は聞けていないので、そのあたりをパブリックコメントで把握してほしい。 

 

 準備基金の今後の推移はどうなるのか。 

 

 提案したなかで、一番安い保険料に設定した場合においても準備基金は３

億７,８００万円程度残ると見込んでいる。 



 

 

 

協議結果 

 

 

 

（２） 

 

 

（３） 

 

 今後示される介護報酬改定や認定者数などの再精査、その他改定事項等

に伴って保険料を再試算していく。そのうえで、次回の介護保険事業計画等

策定委員会で改めて最終的な保険料を提示する。 

 

第９期介護保険事業計画素案について 

意見なし 

 

その他 

案件なし 

 

 


